
海外安全対策情報 
１ 治安情勢 
（１） メキシコ公安省の発表では，グアナファト州の２０１９年度第１四半期（２０１９年４月～６月）

の犯罪発生認知総数は３５，３５５件と，前期比（２０１９年１月～３月）５．７％増となって

いる。また，殺人発生認知件数（行為殺人のみ）については６５６件と９．７％減少している。 
（２） グアナファト州治安当局者からの情報によれば，同州内の治安悪化の原因となっていた２大犯罪

カルテルの一掃を目的に，本年３月下旬からメキシコ政府より軍が投入され，市警察，検察，連

邦警察が連携し，一掃作戦が行われており，その成果が行為殺人事件の減少に繋がってきている

旨説明を受けている。 
（３） 但し，犯罪カルテルの一掃作戦が開始されて以降，犯罪組織のバランスが崩れ，車両強盗や空き

巣等の一般犯罪が増加傾向にあり，今後はこれらの取締を強化すべく連邦警察や各市警察含め対

策を更に強化していくとの説明も受けている。 
（４） なお，同州内で発生している行為殺人事件の８割以上が麻薬やガソリン窃盗組織との抗争による

ものと報告を受けているため，不特定な人物を狙っての犯行ではないと認識している。しかしな

がら，治安当局やこれら犯罪組織同士との銃撃戦や銃を利用した殺人が頻繁に市内で発生する中，

銃の流れ弾による一般人の死傷事件も発生していることから，引き続き在留邦人に対しての注意

喚起が必要である。 
（５） 更に，殺人事件と同様に，麻薬売買に関する事件が２０１７年６，５６７件に対して，２０１８

年は８，７３９件発生しており（前年比３３．０７％増），グアナファト州における殺人事件の

背景には，麻薬に関する事件が紐付いていることが理解できる。 
 

２ 管轄地域内における一般犯罪の傾向（２０１９年４月～６月） ※前期 同年１月～３月 
（１）グアナファト州      総数 ３５，３５５件（前期比 ５．７％増） 
   ※殺人事件は減少傾向にあるものの，一般犯罪が増加傾向にある。 

ア 故意殺人         ６５６件（前期比  ９．７％減） 
イ 傷害         ３，９７６件（前期比 １２．５％増） 
ウ 窃盗         ７，１５４件（前期比  ３．２％増） 
エ 強盗         ３，２９６件（前期比  ７．４％減）  
オ 誘拐             ２件（前期     ３件） 

（２）アグアスカリエンテス州  総数 １０，１７９件（前期比 １４．１％増） 
   ※麻薬関連が昨年同時期と対比し７５．６％増加。それに影響してか傷害事件も増加傾向にある

ため，一般犯罪の動向に注意が必要。 
   ア 故意殺人          ２２件（前期比 １２．０％減） 

イ 傷害         １，１２７件（前期比 ４５．４％増） 
ウ 窃盗         ３，０７８件（前期比  ０．７％増） 
エ 強盗           ２７０件（前期比  ２．５％減）  
オ 誘拐             ３件（前期     ３件） 
 



（３）ハリスコ州        総数 ３９，７０４件（前期比 ５．８％減） 
ア 故意殺人         ５０７件（前期比１１．９％減） 
イ 傷害         ２，３６４件（前期比 ３．４％減） 
ウ 窃盗        １２，０２３件（前期比１６．８％減） 
エ 強盗         ６，７８１件（前期比１０．８％減）  
オ 誘拐             ４件（前期     ３件） 
 

（４）ケレタロ州        総数 １５，９７２件（前期比 ７．１％増）  
   ※恐喝事件が前年１月～６月と本年と比べ約１６７％増加していることからも，バーチャル誘拐

や企業・個人に対して強迫して金品を要求する恐喝電話等に注意が必要。 
ア 故意殺人          ３８件（前期比１９．１％減） 
イ 傷害         １，６３３件（前期比２２．０％増） 
ウ 窃盗         ６，０５１件（前期比 ３．０％減） 
エ 強盗           ７３７件（前期比１９．２％増） 
オ 誘拐             ２件（前期     ４件） 

（５）サンルイスポトシ州    総数 １３，５８２件（前期比 １３．６％増） 
※麻薬関連が昨年同時期と対比し６８．３％増加。それに影響してか傷害事件も増加傾向にある 
ため，一般犯罪の動向にも注意が必要。 

ア 故意殺人         １０２件（前期比 ５．５％減） 
イ 傷害         １，３０１件（前期比２４．８％増） 
ウ 窃盗         ３，２２２件（前期比 ６．６％増） 
エ 強盗           ８８７件（前期比１１．９％増） 
オ 誘拐             ８件（前期     ６件） 

（６）サカテカス州       総数  ６，１１１件（前期比 １１．８％増） 
※恐喝事件が前年１月～６月と本年と比べ約６６．６％増加していることからも，バーチャル 
誘拐や企業・個人に対して強迫して金品を要求する恐喝電話等に注意が必要。 

ア 故意殺人         １２８件（前期比 ６．６％増）決済後掲載 
イ 傷害           ５７９件（前期比４９．６％増） 
ウ 窃盗         １，３９５件（前期比 ０．４％増） 
エ 強盗           ３８７件（前期比 ４．６％減） 
オ 誘拐            １２件（前期    １３件） 

 
３ 安全に関わる諸問題及び対応策 
（１） グアナファト州内では，麻薬やガソリン窃盗に関係する犯罪組織の抗争が激化しており，これら

組織が関与した発砲事件や殺人事件，警察官を直接狙った襲撃事件も発生している。それら事件

に巻き込まれないためにも，夜間の外出やそれら組織関係者が集まるようなバーやディスコ等の

出入りについて極力避けると共に，夜間を問わず一般市民が利用する公共の場所においても，こ

の様な事件に遭遇する可能性は十分に考えられるため，普段から周囲の変化に敏感になれるよう



注意が必要である。 
（２） 次に，銀行で現金を引き出した後に，つけられ強奪される事件も昨年同様に頻繁に発生している。

銀行にて現金を引き出す際は，顧客の利用率の高い銀行や時間帯，警察官や警備員が常駐してい

る場所を選ぶ等，出来る限り狙われるリスクを下げるよう心掛ける必要がある。 
（３） また，凶器を利用した強盗も増加している。この様な事件に巻き込まれないためにも，発出され

る領事メール等を参考に，行動の制限（犯罪が多発する時間帯の外出制限，事件多発地域への通

行を避ける等）を行うことで，被害に遭うリスクを下げる必要がある。 
（４） 最近では，拳銃を利用した強盗事案が増加傾向にあり，メキシコ人被害者が抵抗したために足を

拳銃で撃たれ負傷するケースや，致命箇所を打たれ死亡するケースも発生している。万が一にも

犯人に遭遇した際は，抵抗せず犯人等の指示に従うことが重要である。 
（５） そして，前期に引き続き，コンビニエンスストアやマーケット等の駐車場における車上荒らしが，

引き続き発生しており，これら店の立地や利用する時間帯に良く注意するとともに，車両を離れ

る際は貴重品の放置に注意が必要である。  
（６） 最後に，強迫電話やバーチャル誘拐（狂言誘拐）は，メキシコ国内で多く発生している。特にバ

ーチャル誘拐は，巧みな手口で強迫相手に恐怖を生じさせてマインドコントロール下に置き，誘

拐事件に見せかけ（対象者本人は誘拐されておらず，犯人のマインドコントロールの下，ホテル

等の指定された場所で関係者等との連絡を絶って待機している等），現金を振り込ませたりと手

口は非常に巧妙である。家族や関係者の電話番号は全て携帯電話に登録しておき，不審な番号に

は出ない，出たとしても不審な事を話すようであれば即切ることが対応策となる。 
 
４ 邦人被害の犯罪発生状況（２０１９年４月～６月） 
バヒオ地区における邦人被害数は，前期（２０１９年１月～３月）１３件であったのに対して，今期

（２０１９年４月～６月）は１１件と減少傾向にある。 
 

被害日時 被害場所 被害者 
犯罪種

別 
被害状況 

2019/4/11 

03：10 

グアナファト州 

セラヤ市 

Vd.Constituyentes と

Fray Bartolome de las 

casas の交差点（運転中） 

在留邦

人 

強盗 

（けん

銃使用） 

車両で信号待ちをしていたところ、側道

から出てきたピックアップトラックに道

を塞がれ，同車両からショットガンを所

持して降りてきた３人組に、銃口を向け

られ，降車するよう指示された。犯人ら

は被害者の携帯電話と財布，車（Honda 

CR-V）を奪って逃走した。現場に残して

いった犯人らの車両には損傷があり、逃

走用の車両を探していたと思料される。 

2019/4/19  

20：30 

グアナファト州 

サラマンカ市 

ショッピングモール

在留邦

人 

強盗 

（けん

銃使用） 

被害者が買い物を終えて車（VOLKSWAGEN

セダン）に戻り乗車しようとしたところ、

背後から男に体を掴まれた。同男性は拳



Plaza Galeria Salamanca

スーパーマーケット

Soriana 駐車場 

銃を所持しており、被害者は貴重品を差

し出すよう脅されて財布、携帯電話、車

の鍵等を奪われ、犯人は被害者の車に乗

り込みそのまま逃走した。被害車両付近

に全面スモークガラスの大型 SUV が、エ

ンジンをかけた状態で停車しており、犯

人の逃走とともにその車も急発進し去っ

て行ったため、共犯者がいたと思料され

る。 

2019/5/8  

18：50 

ケレタロ州 

ケレタロ市 

De las Ciencias 通り沿 

薬局 Benavides 駐車場  

出張者 窃盗 

（車上

狙い） 

駐車場に車を駐車して店内で買い物をし

戻ってきたところ、後部座席の窓ガラス

を割られ、後部座席足元に置いていたパ

スポート、パソコン等の入ったカバンを

窃取されていた。 

2019/5/8  

20：20 

サンルイスポトシ州  

サンルイスポトシ市 

57 号線沿い HOME DEPO 

HEB 近くの駐車場 

出張者 窃盗（車

上狙い） 

駐車場に車を停め食事をしていたとこ

ろ、後部座席の窓ガラスを割られ、座席

に置いていたパスポート、現金等の入っ

たカバンを窃取された。 

2019/5/9 

08：00 

グアナファト州 

サラマンカ市 

Valle de Santiago 方面コ

ンビニエンスストア OXXO 

在留邦

人 

窃盗（車

上狙い） 

駐車場に車を停めて店内で買い物をして

いたところ、後部座席の窓ガラスを割ら

れ車内に置いていたパソコン等が入った

カバンを窃取された 

2019/5/10  

13：00 

アグアスカリエンテス州 

アグアスカリエンテス市 

自宅（一般住宅） 

在留邦

人 

窃盗 

（空き

巣） 

１５時頃帰宅したところ、家の扉が開い

ており、部屋のロッカーの鍵が壊され、

中に入っていたパスポート、パソコン、

現金、各種カード、免許証、スピーカー

等を盗まれた。 

2019/5/15  アグアスカリエンテス州 

アグアスカリエンテス市 

邦人企業 

邦人企

業 

脅迫・恐

喝 

邦人企業で勤務するメキシコ人女性社員

の元夫（精神障害）から会社代表番号に

電話があり、同企業の社長（日本人）含

め幹部の名前を名指され、それら人物に

危害を加える内容の脅迫を受けた。後日、

社員等に危害が及ばぬよう検察局に被害

届を提出した。 

2019/6/3  アグアスカリエンテス州 

アグアスカリエンテス市 

邦人企業 

邦人企

業 

脅迫・恐

喝 

邦人企業に爆弾をしかけたと電話があっ

たため、職員を外部へ一時避難させた。

その後、警察を呼び調べてもらったが、

爆発物等は発見されなかった。 



2019/6/13 

6:45  

グアナファト州 

セラヤ市  

Av. Technologico と 

COSTCO の交差点 

運転中 

在留邦

人 

強盗 

（けん

銃使用） 

信号待ちで停車中、ライフルらしき銃を

持った二人の男性が車の両側に現れ、銃

で運転席側、助手席側のガラスやドアを

叩き、ドアノブを引っ張り開けようとし

た（当時、車両の鍵はかかっていた）。現

場は片道 3～4車線の道路で、被害車両の

隣にも車が停車していた。車を急発進さ

せ、高速道路まで走行して難を逃れた。

本人に怪我はないが、車のドア部分に銃

で叩かれたときのへこみが数か所と、急

発進した際に他車に接触した傷が後部に

あった。 

2019/6/29 

午後 

グアナファト州 

グアナファト市 

レストラン内 

出張者 窃盗 

（置き

引き） 

食事を終えて清算しようとした際に、背

もたれに掛けていた鞄が、無くなってい

ることに気が付いた。鞄の中には現金類

と旅券が入っていたため、店側に「見つ

かったら連絡が欲しい」旨を伝えたとこ

ろ、翌日、現金類だけが抜かれた鞄が同

店近くで発見された旨、店側より連絡が

あった。 

2019/6/30 

14：00 

ケレタロ州   

ケレタロ市 

銀行ＡＴＭ 

在留邦

人 

窃盗 

（キャ

ッシュ

カード

すり替

え）ATM 

銀行のＡＴＭで現金を引き出そうとした

ところ、２～３名のメキシコ人に話しか

けられ「そのＡＴＭは利用できない」旨

告げられた。その後、別の場所のＡＴＭ

を利用してカードを挿入したところ、Ａ

ＴＭからカードが出てこなくなったた

め、翌日銀行窓口に報告したところ、口

座の預金を全額引き出しされていると告

げられた。男性等に囲まれた際、カード

をすり替えられ利用された。 

以上 


